
　

　

　(編集・発行)

宿毛市立坂本図書館

　〒788-0001

　 宿毛市中央二丁目7番14号

☎　0880-63-2654     

FAX 0880-63-0155     

★サブ展示（7月26日（土）～8月28日（木））

展示期間　8月28日(木)まで

★メイン展示 　自由研究に役立つ本をテーマに展示しています。

楽しい科学実験の本などがたくさんありますよ。

●サブ展示図書(抜粋)

「あした話したくなるたのしすぎる科学」

暑い日が続きますね。坂本図書館では 「でんじろう先生の超ウケる実験ルーム」

・自由研究・観察・実験・工作 「夜空をおもいっきり楽しむ図鑑」「コロコロ迷路」

・夏休みに読んでほしい本（小学１～3年生） 「海の生きものつかまえたらどうする？」

・　　　　〃　　　（小学4～6年生・中高生） 「お菓子な自由研究」「しかけがおもしろい貯金箱」

についての展示をしています。 ●サブ展示（7月26日（土）～8月15日（金））

　戦後80年となり戦争体験者が減っていく

この頃、改めて戦争の惨禍に目を向け、

平和や未来について考えてみませんか。

●サブ展示図書(抜粋)　

  ★8月15日（金）まで

「戦時下のくらし」「ぼくは戦争は大きらい」

「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」

「戦争は女の顔をしていない」「僕らは戦争を知らない」

「字のないはがき」

「戦場のコックたち」

「うさぎのしま」

「靴屋のタスケさん」

「やくそく」

「永遠の０」

　宿毛市産ヒノキの集成材を使用した

雑誌架が届きました。設置場所がメイン展示

コーナー傍に移動になりました。

●メイン展示図書(抜粋) ※やわらかい木材なので、硬い物を当てないよう

「なぜ僕らは働くのか」「泣けるいきもの物語」 お気をつけください。

「犬が来る病院」「老人と海」「いのちは贈りもの」

「スイスイ！ラクラク！！読書感想文」「冒険者たち」

「12月の夏休み」「夏の朝」「時間をまきもどせ！」

「コンビニ人間」「ストロベリーライフ」

「すいかのプール」「虫ガール」「時をかける少女」

「ブロード街の12日間」「14歳、明日の時間割」

№299

2025年
8月号

《 展示のご案内 》
『夏休み！やってみよう　自由研究』

『夏休みに役立つ本』

『戦後80年の今、戦争と平和を考える』

雑誌架が新しくなりました

さ 　く　 ら
図書館だより
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※本の紹介文は、スタッフが作成しています。

(一般) (児童)

柳川　久　著 齋藤　勝裕　著

東京大学出版会 カンゼン

(一般) (児童)

寺地　はるな　著 マイケル・ローゼン　文

文藝春秋 ベンジャミン・フィリップス　絵

鈴木出版

北の森に舞うモモンガ
「移」「食」「住」を守る

気候変動がヤバイ！
異常気象の教科書

リボンちゃん ОＮＥ　ＤＡＹ
ホロコーストと闘いつづけた父と息子の実話

　小さくて愛くるしい森のアイドル的存在

「モモンガ」。飛膜を広げ滑空している姿

はとてもかわいらしく有名ですが、その生

態についてはあまり知られていませんでし

た。本書は、日本初のエゾモモンガに特化

した研究書として一冊にまとめられ、詳し

く紹介されています。その愛くるしい姿の

裏に森林の消失や厳しい環境下でひたむき

に、そして懸命に生きる姿が垣間見え胸が

いっぱいになります。読み終えたら、きっ

と会いにいきたくなりますよ。

　毎年のように４０℃越えの猛暑日が続

き、熱中症にかかる人が多くなりました。

また冬になると大雪で高速道路に進めなく

なった自動車の長い列ができるニュースも

よく聞きます。今後この異常な暑さや大雪

が当たり前になるかもしれません。私たち

が今までに経験したことない「気候危機」

が迫ってきています。

　この本では、異常気象の原因は何か、異

常を改善するために私たちができることを

学べる一冊となっています。

　幼い頃から可愛い物が好きで、頭のリボ

ンがトレードマークの百花。伯母の営む

テーラーで「下着」リメイクを手伝うこと

に。リメイクを通じて関わるいろいろな人

達。

　わかってもらえなくても、自分をよく見

せようとしなくてもいいと思わせてくれ

る、街の小さなテーラーを舞台にした物

語。

1942年12月、ハンガリー系ユダヤ人の父親

と息子ユージンはナチスに捕まり収容所

へ。過酷な環境下、一日一日をきりぬけて

いくだけで精一杯の日々が続く。そんな

中、仲間たちとある作戦をたてるが…。

　強制収容所を体験した父と息子を描いた

実話絵本。終戦から80年を迎える今夏、風

化させてはいけない戦争の記録をぜひ読ん

でみてください。

読んでみませんか？

-新着図書のご案内-
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番外編

くじら、アジコさんの夕食会に招待されるの巻
   　　　　　　　　　　　　　　　　　 松澤まり子

　くじらは坂本図書館の児童コーナーでアジコさん家
の子どもたちに持っていく絵本を選んでいた。どれに
しようかなあ、「ぐりとぐら」はとっくに読んだだろ
うしなあ。何か目新しい絵本はないかなあ。「モモ」
とかまだ読めないかなあ。上のお兄ちゃんは読めるか
なあ。あ、でも絵本版がある！あ、好きな「カスピア
ン王子のつのぶえ」の絵本もある。ナルニア国物語シ
リーズにしようかなあ。ボクも大好きだし。でもな
あ、シリーズより色々な話の方が喜ぶかなあ。そんな
風に、うんうん悩みながら一生懸命絵本を選んでい
る。今日のくじらは女性に化けている。家にいる自分
の子どもに絵本を選んでいるのよ、といわんばかりの
シチュエーションにした。カウンターにいる職員さん
とは、子供に読み聞かせをしているの、とか楽しくお
しゃべりするつもりでいた。

　アジコさん家へのお呼ばれは、たまにある。（だん
なさんが出張の時が多い）○○日の午後7時から夕食会
でーす、来てね～とラインが来るのだ。アジコさんは
お料理が得意で美味しいので、くじらは今からワクワ
クしている。
　くじらは「にじいろのさかな」「にじいろのさかな
とおおくじら」「カスピアン王子のつのぶえ」「ライ
オンと魔女」「モモ」を持ってカウンターに行った。
カウンターには本を持った人がたくさん並んでいて職
員さんと話す余裕は残念ながらなかった。

　さて、アジコさんの夕食会の日になった。山のほう
からひぐらしの声が聞こえる夕暮れ時だ。くじらは今
度は人のいい若いお兄さん風のいでたちに化けてアジ
コさん家に向かった。アジコさん家に行く時にはいつ
もそうしている。子どもたちのウケがいいのだ。「こ
んばんは～アジコさん、お招きどうもありがとう～」
と玄関の呼び鈴を押すと、
　「ああ、いらっしゃい、くじらさん」とアジコさん
のだんなさんがにこにこしながら、くじらはうろたえ
た。ええ？ボクのこと、くじらってばれた？！目が点
になっているくじらを見ただんなさんは慌てて「聞い
たがよ、アジコから。まま、上がってや」と言ったの
でますますくじらは「？？？」となりながらも靴を脱
いで上がり、だんなさんの後ろをついて行った。広い
キッチンの大きなテーブルにたくさんの料理の皿が並
んでいて、もうみんな席に着いている。イルカが「く
じら、遅かったやん。みんな待ちよったがで」と手を
振った。あれ？人魚さんも来ている。しかも人間に化
けてなくて下はヒレのまま……上は水着みたいなの着
てるけど。えええ？？くじらはますます混乱した。子
どもたち3人も笑いながらくじらを見ている。イルカは
人間の中学生くらいの男の子に化けているが……。

突っ立っているくじらを見てアジコさんはいつものキ
ラキラした声で笑い、「くじら、ええがよ。まあ座っ
てや」と言ったのでくじらはイルカの隣の空いている
席に座った。絵本が入ったバッグを抱えたまま。
「ええがよ。くじら。この前、ゆうちゃんに全部話し
たがよ。わたしがアジのことも。海の友達のことも
ね。人間に化けることができることも全部」
「ええ～？？」
　くじらは思わず立ち上がりバッグを落として中の絵
本が躍り出た。小さな子どもたちはそれを見て「わ
あ、くじらさん、本を持ってきてくれたが？」と席を
立ち、本を拾ってくれた。
　「お、くじら、ありがとう。みんな、ご飯を食べて
から見るがで」とだんなさんが子供たちに言う。アジ
コさんはくじらにジュースを渡しながら話し始めた。
　「あのね、くじら、ゆうちゃんが転勤になったが。
来月からながやけどね。長野県ながよ。海がないとこ
で……わたし海がないとこでは生きれんって知っちょ
うろ？1週間に1回は海に入らんと。それである晩、泣
きよったらゆうちゃんになぜ泣きようがかと聞かれて
全部話しちゃったがよ。みんなのことも」
　「そ、そうなの……アジコさん」しんみり人魚が
言った。みんなも事情はまだ知らなかったらしい。
　「でもね、ゆうちゃんがちゃんと受け止めてくれた
から、お風呂に塩入れて何とか、しのごうって話に
なったがよ」アジコさんは涙ぐんでいた。「家族だも
んね、一緒に行かんと」みんなもしんみりしてくじら
はウルウルした。
　「あのう、わたし、どこでもすぐ行ける貝殻を持っ
ているの。貝殻に頼めばすぐにどこでも行くことがで
きるわ。それを持って行って。いつでも宿毛の海に帰
ればいいわ」とおずおずと人魚さんが言ったのでみん
なは、ぱあっと明るい顔になり、わあ、人魚さんすご
い、いいね、それ、と言い合い喜びに沸いた。アジコ
さんとゆうちゃんも子供たちと抱き合って喜んだ。
「わあい！よかったね、ママ！」
　その時だった。絵本「にじいろのさかなとおおくじ
ら」が開いて中から絵本そのままの七色のきらきらし
た魚がたくさん踊り出てキッチン中を飛び回り始め
た。「わあ～～～～」子どもたちはもちろん、みんな
驚いて叫んで部屋を見回した。
「さあ、みなさん、食べましょう！かんぱーい」
　アジコさんじゃない声が聞こえた。にじいろのさか
なが叫んでいるのだった。みんなは大笑いしながら乾
杯をした。
「かんぱーい！」
　宿毛で8月の星降る夜に窓から七色のにぎやかな光が
こぼれて笑い声の絶えない家があれば、それがアジコ
さんのおうちです。

－ さ く ら 随 筆 －
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0 「生成ＡＩ最速仕事術」 たてばやし　淳 「いま、日本は戦争をしている」堀川　理万子　絵・文

0 「本は人生を生き抜く最強の武器である」 「ペーロと仲間と水車小屋」 マト　ロヴラック

コ　ミョンファン 「すごすぎる数の図鑑」 渡邉　究

1 「不機嫌を飼いならそう」 藤野　智哉 「ほるんだ、恐竜化石！」 平田　貴章　写真・文

2 「考古学の大発見をめぐる八つの冒険」 「おかしのヒミツ研究所」 3時のおやつ科学機構

マイケル　スコット 「一郎くんの写真」 木原　育子

2 「１９４５最後の秘密」 三浦　英之 「のこったスイカはだれのもの」 山下　明生

3 「防災リュックはじめてＢООＫ」 高荷　智也 「小さな魚」 エリック　C　ホガード

3 「若者はＬＩＮＥに「。」をつけない」高橋　暁子 「建築と土木のひみつ」 おぎの　ひとし

3 「この先の、稼ぎ方がわからない。」門賀　美央子 「がっこうのおばけずかん」 斉藤　洋

4 「頼れる“かかりつけ医”の見つけ方」石井　道人

4 「７０歳からの脳が老けない新聞の読み方」

石川　久

5 「ときめくカラースイーツ」 太田　さちか 「いろいろいろんなきもちのえほん」 メアリ　ホフマン

5 「食物繊維たっぷりおかず」 荻野　恭子 「へんしんみず！」 川村　康文

6 「親にスマホをもっと使ってもらう本」増田　由紀 「ぼうさいセブン」 もとした　いづみ

6 「捨てられた僕と母猫と奇跡」 船ケ山　哲 「ぼくのいえ」 鈴木　のりたけ

7 「なぜゲームをすると頭が良くなるのか」星　友啓 「みけねこマンション」 小林　想葉

8 「カジュアルジャパニーズ」 伊東　克洋 「トドランド」 おおなり　修司

9 「青の純度」 篠田　節子 「アンパンマンとおでかけいってきます！」 やなせ　たかし

9 「谷根千ミステリ散歩」 東川　篤哉 「きょうりゅうのおいしゃさん」 たしろ　ちさと

9 「災疫の季節」 中山　七里 「ペンギンたんけんたい」 斉藤　洋

9 「サイレント・ウィッチ」 依空　まつり

は休館日

※8月11日（月・祝日）・9月15日（月・祝日）

　・23日（火・祝日）はBGMデーです。

8月の休館日 9月の休館日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 3 4 5 6
3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13
10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 31
31

開 館 日 時 火～金　10:00～18:30　　土・日・祝　10:00～18:00

ホームページ https://www.city.sukumo.kochi.jp/docs-25/p010805.html

メールアドレス tosyo@city.sukumo.lg.jp

～新着図書のご紹介～

　　　　　一般図書 　　　　　児童図書

　　　　　絵　　本

　　　　　　　　　　★このほかにもたくさんの図書が入っております。
　　　　 　　　　　　　図書館ホームページでは、新着図書一覧が検索
　　　　　　　　　　　できますので、そちらもぜひご覧ください。

※左側の数字は図書の分類を表しています．

　　０…総記、１…哲学、２…歴史、３…社会科学、４…自然科学

　　５…技術、６…産業、７…芸術、８…言語、９…文学
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